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一致し、DP ごとに 1 ～ 5 の順に、41％、43％、17％、33％、31％が一致しており、半分以上
が一致しないという結果になった。この理由としては、専門領域の科目は DP の 1 ～ 3、共通
領域の科目は DP の 4 ～ 5 を選ぶという制限を前者の教師データではかけていなかったことも
理由としては考えられる。また、2017 年度の内容と 2018 年度の内容で違いのある部分も考え
られる。
　さらに、提出された 2018 年度のシラバスの講義概要と DP について、テキストマイニング
の手法により、NTT データ数理システム社のテキストマイニングスタジオにより分析した。
3．分析結果
　2018 年度のシラバスの講義概要のテキスト内容について DP ごとの分析、基本情報、単語
頻度解析、特徴語集出、ことばネットワーク、文書分類を行った結果について述べる。
　図1は基本情報のうちDPごとの頻度を示す。DP1が最も多く、次いでDP2、DP4 の順であった。
図 1　基本情報のうち DP の頻度
　次に、単語頻度解析の結果を図 2 に示す。「学ぶ」「必要」「身」「目的」「社会」の順に多く、
学ぶは DP1 ～ 5 まですべてで比較的多く使われているが、「必要」や「身」は DP1 において













た。図 4 左が 5 つの分類の割合とその代表的な言葉である。結果として「目的」、「自分」、「理解」、
－ 164 －
テキストマイニングによるシラバス整備のための環境構築とその試行
「日本」、「スキル」の 5 つの分類となった。一方で図 4 右のとおり、DP ごとのクラスターに
ついてはばらけており、DP とクラスターとの 1 対 1 の対応は見受けられなかった。DP ごと
の特徴としては、DP1、DP4、DP5 はほぼ同じ割合であるが、DP2 は「目的」や「理解」と
いうクラスターが多く、DP3 は「日本」のクラスターが多く含まれていることが見受けられた。
図 4　文書分類の結果（5 つの文書の割合と特徴的な言葉（左）、DP ごとの文書の割合（右））
4．総括
　本研究では、シラバスの内容、特に、量的変数では計れないようなテキストデータに対して、
講義内容と DP の対応について確認するための環境作りを行った。2017 年度のデータから作








［1］ NTT データ数理システム、Text Mining Studio、URL: https://www.msi.co.jp/tmstudio/
